
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

挑戦的萌芽研究

2016～2014

比較認知科学の視点に立った新しい福祉科学の構築─ヒト科３種の比較を通して─

Establishing a new trend for welfare science from the standpoint of compartive 
cognitive science

７０２３７１３９研究者番号：

友永　雅己（TOMONAGA, Masaki）

京都大学・霊長類研究所・教授

研究期間：

２６５４００６３

平成 年 月 日現在２９   ６ １２

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、他者と共感し、他者をいたわるという、利他的なこころの進化・適応と
いう新しい視点に立った「福祉学」の構築をめざし、以下に示す研究を進めた。まず第1に、ふたごチンパンジ
ーの発達におけるソーシャルサポートについて観察研究を行った。第2に、四肢麻痺から回復したチンパンジー
の機能維持のための認知課題を駆使したリハビリ訓練の効果評価や、脳性まひのチンパンジー幼児に対する介入
の効果評価を実施した。第3は、ヒトとの比較である。チンパンジーのふたごのきょうだい関係をヒトと比較す
るために、ヒトのふたごきょうだいの家庭における日常場面の観察ビデオの分析を行い、種間での類似性と相違
点を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this research, we aimed to construct "welfare science" based on a new 
viewpoint from the comparative cognitive science, and carried out the following research. First, 
observational studies were conducted on social support in development of twin chimpanzees. Secondly,
 we evaluated the effects of rehabilitation training using the cognitive tasks to maintain the 
physical function of chimpanzees recovered from quadriplegia, and evaluated the effect of 
intervention on a chimpanzee infant with cerebral palsy. The third is comparison with humans. In 
order to compare siblings relationship of chimpanzee twins with humans, we analyzed the video of the
 daily scene observation in the household of the twin siblings of humans, and clarified similarities
 and differences between these species.

研究分野： 比較認知科学

キーワード： 比較認知科学　福祉科学　チンパンジー　ふたご　障がい　発達支援　養育行動　ソーシャルサポート
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１。研究開始当初の背景 
 本研究では、他者と共感し、他者をいたわ
る、利他的な⼼の進化・適応という新しい視
点に⽴った「福祉学」の構築をめざした。そ
のために、福祉の根幹であるところの「他者
を支える」という心の働きの進化的起源を、
人間やチンパンジーなどのヒト科の種間で
比較することによってあきらかにすること
をめざした。 
近年、人間の知性の進化を明らかにしよう

とする「比較認知科学」の進展が著しい。特
に、「人間の知性は社会生活を行うことによ
って生じてきた諸問題を解決するために進
化してきた」という社会的知性仮説の提唱に
より、他個体との相互交渉の中で発揮される
知性の種間比較研究が精力的になされるよ
うになってきた。しかしながら、他個体と共
同する、協力する、さらには他個体を助ける
といった「向社会行動」に関しては、まだ十
分な知見が集められてこなかった。 
人間において高度に進化したと考えられ

る利他性や共感なくしては、他者の QOL に
思いをはせ、さまざまなリスクに直面した他
者を社会全体としてサポートしていこうと
する「福祉」という発想は生まれえない。想
定外の超大規模災害が襲った後の福祉学に
は、今一度、私たち人間のこころがもつ「思
いやり」という特性に立ち返って、その生物
学的起源に目を向けつつ新たな視点からの
福祉科学を構築する必要があるのではない
だろうか。このような発想から、比較認知科
学という観点に立った「比較福祉学」を構築
するという着想に至った。 
 
２。研究の目的 
本計画では、人間とチンパンジーのヒト科

2 種を対象に、彼らの中で自然に発生する
「リスク」状況に焦点を当て、特に以下の 3
点に着目して、詳細な観察および実験的観察
を実施した。(1) チンパンジーの養育におけ
るコミュニティメンバーのサポート、(2) 人
間の養育におけるコミュニティメンバーの
サポート、(3) 心身に障がいをもったチンパ
ンジーのリハビリテーションと社会復帰。 

以上の研究を通して、これまでの福祉科学
には全く欠落している「進化」という視点か
ら、「福祉」を捉えなおすことを企図した。
他者をいたわるこころの進化的な起源とそ
の展開・制約を知ることは、現在の福祉学や
福祉制度を見直し、新たな福祉を構築するブ
レークスルーになるに違いない。このことこ
そが、本計画の最大の特色であるといえる。 

 
３。研究の方法 
(1) チンパンジーの養育におけるコミュニ
ティメンバーのサポート 
大型類人猿の養育リスク個体として、高知

県立のいち動物公園に暮らす 2009 年生まれ
のふたごチンパンジーのダイヤとサクラと、
茨城県かみね動物園において社会復帰に成

功したチンパンジーの子どもゴウなどを対
象にした。個体間の近接関係とその時々の行
動、移動時の追随関係、ケンカの際のサポー
ト、食物分配、遊び関係、社会的交渉などに
ついて縦断的にデータを収集した。また、チ
ンパンジーの初期発達における母親による
養育の重要性と強制的人工保育がもたらす
リスクについて動物福祉学の観点から考察
した。 
 
(2) 人間の養育におけるコミュニティメン
バーのサポート 
 チンパンジーのふたごのきょうだい関係
をヒトと比較するために、ヒトのふたごきょ
うだいの家庭における日常場面の観察ビデ
オの分析を行った。一卵性、二卵性男児それ
ぞれ一組ずつの 5～21 ヶ月までの 9 時点、20
分の記録を基に分析を行い、きょうだい間、
ならびに親子間の関係をカテゴリー化して
分析した。 
 
(3)心身に障がいをもったチンパンジーのリ
ハビリテーションと社会復帰 
 主として、3 事例について検討を行った。
まず、脊髄炎による寝たきりの状態から回復
した京都大学霊長類研究所のチンパンジ
ー・レオに対して、認知課題を利用した歩行
リハビリテーションを実施した。認知課題を
解いて正解すると約 2ｍ離れた場所で報酬を
与えるというセッティングのもとで、定期的
な自律的歩行を促し、その効果を検証した。
また、名古屋市東山動物園に暮らす 2 個体の
身体障がいのチンパンジーをもともと暮ら
していた集団に社会復帰させる試みを実践
した。さらに、2013 年にのいち動物園で生
まれた脳性まひのチンパンジーに対し生後 1
歳ころから 3 年間、理学療法および作業療法
に基づく発達支援を実施し、発達過程を縦断
的に観察した。 
 
４。研究成果 
(1) チンパンジーの養育におけるコミュニ
ティメンバーのサポート 
のいち動物園の二卵性のふたごを含むチ

ンパンジー集団の観察から、母親以外のおと

 
ふたごのチンパンジー、ダイヤとサクラ 



なたちによる、2 歳齢のふたごへの育児参加
が確認された。ふたごを世話していた母親以
外のおとなとふたごとの近接率は、2 歳齢時
には母親と同程度だったが、3 歳齢時以降、
大きく減少した。この結果は、母親以外のお
となによる育児参加が、ふたごの月齢が小さ
く、母親の育児の困難な時期だけに生じる可
能性を示唆する。 
 チンパンジーは生後約 5 年間、母親に養育
されることで、種特異的な認知や行動が発達
する。母親の養育を受ける機会を強制的に剥
奪し、チンパンジーを擬人化してエンターテ
イメントに利用するという事態が国内で見
られており、この事例に関して科学的な立場
から議論した。不適切な人工保育は種の保存
や動物福祉の理念に著しく反しており、子ど
もの QOL に多大な悪影響をおよぼすことを
示し、社会への情報発信を行った。 
 
(2) 人間の養育におけるコミュニティメン
バーのサポート 
チンパンジーのふたごのきょうだい関係

をヒトと比較するために、ヒトのふたごきょ
うだいの家庭における日常場面の観察ビデ
オの分析を行った。その結果、以下のような
ことが示された。①一歳以下ではそれ以降よ
りもふたりが近接している時間が少ない、②
ふたご間の相互交渉より親との関わり合い
の方が多い、③きょうだい間の関わり合いの
方向性は不均衡であることが多い、などであ
る。これら諸点のチンパンジーとの類似性や
差異を検討することは、ヒトとチンパンジー
の親子関係などの社会関係形成の特色を明
らかにするうえで有益であろう。 
 
(3) 心身に障がいをもったチンパンジーの
リハビリテーションと社会復帰 

 四肢麻痺からチンパンジー・レオに対して、
認知課題を利用した歩行リハビリテーショ
ンを実施した。その結果、レオの移動距離が
有意に増加し、かつ下半身を使った歩行が有
意に増加していたことがわかった。事例研究
ではあるが、うまく環境をセッティングする
ことで、障害をもつチンパンジーへのリハビ
リテーションが可能であることを示すこと
ができた。 
 また、名古屋市東山動植物園に暮らす 2 個
体の身体障がいをもつチンパンジーの群れ
復帰の様子について詳細な観察を行った。再
導入後の行動を、健常時の行動と比較したと
ころ、障がいがある２個体においては行動に
変化が見られたが、他の群れメンバーにおい

てはほとんど変化が見られなかった。またグ

ルーミングに着目したところ、障がい個体か
ら他個体へのグルーミング時間は減少した
が、障がい個体へのグルーミング時間に変化
は見られなかった。この結果から、障がい個
体には何かしらの影響があると考えられる
が、群れメンバーにおいては障がい個体の存
在に大きな影響はないことが示唆された。こ
の研究で障がい個体の群れ復帰が可能であ
ることを示すことができた。 
 高知県立のいち動物公園では、母親が難産
のため仮死で出生し、生後まもなく人工保育
されたチンパンジー女児に、表情の乏しさや
姿勢運動発達の遅れがあった。生後 17 週以
降、比較発達の観点から発達状況の観察を継
続したところ、出生時の低酸素に起因すると
推定される脳性まひによる姿勢運動および
物の操作の発達遅滞が明らかとなった。右側
上下肢のまひが顕著になり始めた 1歳過ぎか
らは、理学療法士と作業療法士の参加を得て
本児の発達を支援する療育体制を構築し、支
援実践の方法を探究するとともに、定期的な
発達評価を実施してきた。4 歳を目前とした
現時点で、左右側上下肢機能の非対称、これ
に伴う移動運動や諸々の適応的行動に困難
があるものの、3 次元空間での身体運動や自
力摂食に積極的に挑戦する姿があり、養育者
やセラピストと過ごす時間、一人遊びする時
間のいずれにも笑顔が頻繁に発生する日常
となっている。これまで、本児の自発的で自
由な動きを尊重し、環境との多様な相互作用
を保障するためのサポーティブなかかわり
と環境エンリッチメントへのたゆまぬ取り
組みという、人間を対象とした場合にも通底
する支援原理を採用してきたが、その有効性
が明らかになった。 

 
東山動物園に暮らすアキコ。左側は健常時、右側は
障がい後の様子． 

 

歩行リハビリテーションの様子 

 

 

ペットボトルからりんご片を振り出すミルキー 
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